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■ソーシャル・キャピタル・ポイントの狙い

一般的信頼
互助・
互酬性

人的資本の
交換

（やればできることの交換）

技術

知識

手法

自分が自分の欲望を満たすためではなく、
他人や社会全体に役立つために行うことは、

そのうち自分にも戻ってくるかも知れない(戻ってこないかもしれない)。
それでも全体のことを考えると、自分はそうしていきたいという姿勢

社会関係資本（ソーシャルキャピタル）の拡大

ポイントによって可視化することで交換を促進

先用後利の理念



■ソーシャル・キャピタル・ポイントの期待効果

報酬

資格専門性

高い 低い

高い

低い

Ａ

Ｃ

Ｄ医療

介
護

生活
支援

贅沢
消費

人材不足
担い手不足

社会保障費の
増大

民間活用
地域包括ケア

予防

ソーシャル・
キャピタル・
ポイント導入

（期待される効果）

●元気な高齢者が内発的
動機で担い手へ

●年金と貯蓄以外の収入
機会の増加

●高齢者の雇用促進（就
業年齢の引き上げ）
●健康寿命の延伸による
医療介護費の抑制

●ベンチャー企業の参入
による地域経済活性化

※図：高齢者のニーズと報酬の関係性



■ソーシャル・キャピタル・ポイントの導入事例①

短期的×アナログ手法
東京都稲城市の介護支援ボランティア制度（平成19年より実施）



■ソーシャル・キャピタル・ポイントの導入事例②

長期的×デジタル手法
神奈川県横浜市「LOCAL GOOD YOKOHAMA」（平成26年より実施）

オープンデータによる地域課題の
見える化・インフォグラフィック化

コミュニティ経済を支援するための
官民連携プロジェクトの設置

プロジェクトの運営資金を調達する
クラウドファンディングの導入

＋

＋

持続可能なソーシャルキャピタル
の醸成へ


